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２０１８年度（平成３０年度）学校評価自己評価表  
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山 野  中学校区 校番 福山市立 山野小 学校 
   

 最終更新日 201８年(平成３０年)3月 31 日 

 

ミッション：福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン：「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し，日々の 

授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。 

児童の現状 

地元の子は少なく，町外からの転

居者やバス等の通学者。 

大半が小学校時代に不登校等の経験

者で，本校区に救いを求めて転入学

している。そのため学力や人間関係

等にそれぞれ課題を抱えている。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 

○問題解決力    ○幅広い人間関係を築くコミュニケーション力  

○協調性・柔軟性  ○チャレンジ精神 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

○確かな学力（問題解決力：基礎学力に支えられた思考力・判断力・表現力）を身に付けた子ど

も ○豊かな心（協調性や柔軟性のある幅広いコミュニケーション力）を身に付けた子ども 

○自らたくましく生きる（夢や目標の実現に向けて主体的にチャレンジする）子ども 

中学校区として 
統一した取組等 

○個に応じたきめ細かい丁寧な指導の徹底 

○ドリル学習等の反復学習により基礎基本の定着を図る取組 

○幅広い思考力や表現力を育成すための思考・表現活動の充実 

○地域等のふるさと学習の充実 

 

現 状 

＜児童生徒＞ 

 不登校等からの復帰に取り組む児童等，学力面の課題も大きく，少人数指導

による個に応じたきめ細かい丁寧な指導を通して，学力の定着・向上に取り組

んでいる。 

また小規模校が抱えている狭い偏った人間関係の中において，幅広い人間関

係づくりや表現力に課題があり，様々な行事や地域の方を招いての交流や体験

活動等に積極的に取り組むことが重要である。 

＜授業＞ 

 「少人数の学びの創造」をテーマに，年間を通じて小中合同授業研究に取り

組み，同じ視点で授業の改善に向けて進めている。しかし少人数であるがゆえ

に，思考が深まらなかったり，表現活動に不十分な点も課題としてある。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 
問題解決力 

コミュニケーショ

ン力 
協調性・柔軟性 チャレンジ精神 

めざす 

子ども像 

1・2

年 

疑問に対し，自分の

考え持てる 

友だちと仲良くす

る 

人の話を聞くことが

できる 

好きなことや得意

なことに取り組む 

３・４

年 

疑問に対し，様々な

考えをあることを知

る 

進んで友だちをか

かわる 

人の気持ちを知るこ

とができる 

好きなことや得意

なことを増やす 

５・６

年 

疑問に対し，いくつ

かの視点から物事が

考えられる 

友だちや地域の人

と積極的にかかわ

る 

人の気持ちになって

考えることができる 

好きなことや得意

なことに積極的に

増やし，自信をつ

ける 
   

研究 

教科等 各教科，及び「総合的な学習の時間」 

主題・ 

内容等 

少人数の学びの創造 ～幅広い思考力と豊かな表現力の育成～ 

・少人数指導における個に応じたきめ細かい丁寧な指導の有り方 

・生徒が自ら主体的に授業に臨み、しっかり思考・判断・表現できる場の設定と、 

教師の発問の質の向上の有り方 

めざす授業の姿 

 

・個々の児童の実態に応じた資料提示や発問により，児童の思考が深まり，自ら積極

的に課題を解決しようと行動する授業 

・児童が意欲的に活動や表現する場面を構築し，児童が「分かった・楽しかった・先

生に褒められた」等の自己肯定感を味わえる授業 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

小規模校の特性を上手く生かし

て，子どもをしっかり鍛えて力をつ

けてくれている。その姿は，勉強で

も結果をだし，文化祭等の発表にお

いてもしっかり見ることができてい

る。 

  

ミッション 

小・中学校が地域と一体となり，少人数の良さを最大限に生かし，個に応じ

たきめ細かい丁寧な指導の充実により，個の力を一層伸ばし，中学校に進級し

てより自己実現が図れる等，地域に誇れる学校となる。 

 学校教育目標 

確かな学力と豊かな心を持ち，自らたくましく生きる子どもの育成 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

 

３

年

目 

確 かな学力

(問題解決力)

の育成 

★ 
継

続 
基礎学力の定着 

個に応じた指導の
工夫 

ドリル学習の徹底 

定期テストで個別 

目標の達成率 

90%以上 

         

★ 
継

続 

思考力・判断力・

表現力の育成 

根拠を明確に説明
する授業の工夫 

授業・行事等での表
現活動 

定期テストでの 

思考問題の得点率 

７０％以上 

         

２

年

目 

豊かな心(柔

軟性や協調性

のある豊かな

コミュニケー

ション力)の 

育成 

 
継

続 

ふるさと学習の

充実 
地域を知るための
調べ学習の継続 

児童アンケート 

肯定的評価８０％ 

以上 

         

 
継

続 

地域の方とのふ

れあいや体験活

動の充実 

調べ学習の成果を
情報発信 

地域団体との交流 

児童アンケート 

肯定的評価８０％ 

以上 

         

２

年

目 

自立してたく

ましく生きる

(夢や目標に

主体的にチャ

レンジする)

力の育成 

 
継

続 

学校や地域の行

事への積極的な

参加の充実 

系統的な地域団体
との交流活動や学
校行事の推進 

児童アンケート 

肯定的評価８０％ 

以上 

         

★ 
継

続 

自己肯定感や自

己有用感の育成 

異年齢集団や地域
団体との意図的な
交流活動の充実 

児童アンケート 

肯定的評価８０％ 

以上 

         

 

３

年

目 

授 業改善の 

充実 

 
継

続 

分 か る 授 業 の 

充実 

ゴールと学習過程
の明示化 

個の実態に応じた
授業展開の工夫 

児童アンケート 

肯定的評価８０％ 

以上 

         

★ 
継

続 

思考・判断・表現

活動の充実 

思考が深まる発問
の工夫 

重要語句を用いた
振り返りの文章化 

定期テストでの 

思考問題の得点率 

７０％以上 

         

 

４

年

目 

 

保護者地域に

信頼される学

校づくり 

 継

続 
教育目標の具現

化を図る 

学校評価・アクシ 

ョンプラン・業績 

評価のリンク化 

学校評価肯定的 

評価８０％以上 

         

 継

続 

保護者・地域の学

校信頼度の向上 
丁寧な連携 

教育の原点の唱 

和（週１回） 

学校満足度８０％ 

以上，不祥事０ 

         

福山市立 山野小 学校 
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[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が
生じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変
化，問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


